
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧
誘するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもの
であり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であ
り、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性
を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許
諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

1

2

3

4

13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3

（年/月）

（％）

RBAの物価目標
（2～3％）

消費者物価指数
（前年同期比）

政策金利

1.5

1.7

1.9

2.1

2.3

2.5

70

75

80

85

90

95

18/1 18/4 18/7 18/10 19/1

（円/豪ドル）

（年/月）

（％）

豪ドル高

豪ドル安 豪ドル円レート（左軸）

日豪金利差（右軸）

2019年4月01日 2019年度の経済と金融市場 
2019年3月12日 吉川レポート（2019年3月）経済統計の弱さ vs. 政策効果 

2019年4月2日 

＊三井住友アセットマネジメントと大和住銀投信投資顧問は4月1日に合併し、三井住友DSアセットマネジメントになりました。 

 現状維持が続く豪州の金融政策（2019年4月） 

利下げ期待で長期金利低下も、底堅い豪ドル 

金融政策は現状維持 
政策金利は1.50％に据え置き 

 豪州準備銀行（RBA）は、4月2日に開催した

金融政策決定会合で、事前の市場予想通り、政

策金利を1.50％に据え置きました。 

金融政策は当面据え置き、 
豪ドルは底堅い見込み 

（注1）データは2018年1月1日～2019年4月1日。 
（注2）金利差は豪州－日本。金利はともに3年国債利回り。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友DS 
      アセットマネジメント作成 

 現在RBAは、金融政策について中立的な姿勢を

示しています。そうした中で、GDP成長率の減速が

示されたことで金融市場では利下げ期待が高まっ

ており、豪州の債券利回りは歴史的な低水準にま

で低下しています。RBAは、労働市場は依然強く

インフレが安定しているとしており、当面は豪州の経

済成長を慎重に見ながらも、現在の金融政策を据

え置くと見られます。 

【豪ドル円レートと日豪金利差】 

 公表された声明文では、最新2月の失業率

は4.9%まで改善するなど、豪州の労働市場は依

然強いと指摘されています。 

 一方で、先月発表された2018年10-12月期の

実質GDP成長率は前期比＋0.2％と減速しまし

た。これは、可処分所得の長期的な低迷と住宅市

場の調整の影響により、消費が弱いと見られるほか、

一部の地域で発生している干ばつの影響も指摘さ

れています。ただし、公共投資や民間投資の増加

によって豪州の経済成長は下支えされていると

RBAは見ています。 

（注）消費者物価指数は2013年1-3月期～2018年10-12月期。 
       消費者物価指数は異常値をつけた項目を除外したトリム平均 
         値。政策金利は2013年3月31日～2019年4月1日。 
（出所）Bloomberg L.P.、オーストラリア統計局のデータを基に 
      三井住友DSアセットマネジメント作成 

 一方で、豪州の主要貿易相手国である中国と、

米国の通商協議は進展が期待されていることから、

豪ドルの対円レートは底堅く推移することが見込ま

れます。 

労働市場は依然堅調 
消費の低迷により経済は減速 

【消費者物価指数と政策金利】 

https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news190312gl.html
https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news190401gl.html

